
医学教育研究センターは教育一号

館の６階にあります（旧医学教育

学）。大学生活に関すること、学業

に関すること、留学やボランティア、部

活に関すること。大学に関する悩みが

あれば、どんなことでも相談に乗りま

す。いつでもお越しください。「手薬煉

を引いて」お待ちしています。 

- スタッフ一同  

共用試験CBT 
 4年生の共用試験CBTの本試験が、11月16日に行われました。新コン

ピュータ実習室で初めての共用試験CBTとなりました。前日にネットワークトラ

ブルが発生しましたが、情報システム室や教務課の方々の努力により無事に

試験を終えることができました。室内環境が快適になり、受験生も落ち着いて

試験に臨めたのではないかと思います。CBTの試験範囲は広く、1年次から

積み重ねた努力が問われます。また各大学でCBT対策が進んでおり、年々

平均点（IRT値）が上昇している試験でもあります。今後もしばらくはこの傾

向が進むと思いますので、現１～3年生はしっかりとした準備をしてください。 

医学教育研究センターを楽しむためのヒント 
数列１：0.4, 0.7, 1.0, 1.6, 2.8, 5.2, 10.0, … 

Q: 上記の数列は、a = 0.4＋0.3×2nで示されます（ただしn=-∞, 0, 1, 2, 3,  …）。 

何を示す数列でしょうか？ 

 

Q: 両手（10本の指）を使って数えられる数は幾つまででしょうか。 

ヒント：指を折り曲げるパターンを考えます。 
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Education first !! 

今号の特集 

• 今月の教員の声 

• 医学教育分野別評価 

 

久留米大学医学部 クリニカルスキル・トレーニングセンター（CSTC） 



 

今月の教員の声 

安達 洋祐 （医学教育研究センター） 

 新カリキュラムの学生が4年生になり、1月から臨床実習が始まります。また、分野別評

価の受審が1年後になり、「チームＫ」がスタートしました。新しいクリクラ(診療参加型臨

床実習)と医学教育分野別評価について、学生・教員・職員は知っておいてください。  

JACME：医学教育分野別評価基準 

 

https://www.jacme.or.jp/

accreditation/wfmf.php 

 

医学教育研究センター（CSME） 

 

https://csme.kurume-u.ac.jp 





お問い合わせ先  
当ニュースレターついてお気軽にお問い合わせください。  記事も募集しています。 
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今月の教員の声 

クリニカルスキル・トレーニングセンターを活用しよう！  

片山 礼司 （クリニカルスキル・トレーニングセンター） 

 トレーニングセンターは、開設からこれまでに3045名を超える方々が利用されています

（10月末）。センター内には、40名程を収容できる講義が可能な多目的ルームをは

じめ、トレーニングルームとして5部屋、シミュレーションルームとして3部屋があり、目的に

応じた利用が可能です。各部屋の収容人数や配置している機材については、トレーニ

ングセンターのホームページで確認できます。また、センター予約方法の詳細案内もあり

ますので、ぜひチェックしてみてください。（https://www.kurume-u.ac.jp/site/

cstc/） 

 これまでの利用内容を紹介すると、看護部では救急蘇生訓練をはじめ、院内認定

看護師のコース演習や、自己啓発セミナーなど、多目的ルームでの講義とシミュレーショ

ンルームでの演習を組み合わせた利用をされています。また、呼吸音聴診シミュレータや

心臓病診察シミュレータ、多職種連携ハイブリッドシミュレータなど、センター開設に伴い

予約利用が可能になった高度なシミュレータを取り入れ、有意義な演習が実施されて

います。 

 また、医学科6年生においては、OSCE試験前に、採血、縫合、救急蘇生、胸部診

察など様々な機材類を使用した試験課題に対するトレーニングが実施されました。 

 7月22日には、医学科のオープンキャンパスが開催され、医学部を目指しておられる

100名近い学生の皆さんが、クリニカルスキル・トレーニングセンターでのトレーニングやシ

ミュレーションを体験されました。 

 今後は、医師の方々にも広く活用していただけるよう準備を進めて行きますが、どのよ

うな設備と機材が準備されているのか、まずは見学に来ていただくことをお勧めしていま

す。 

 クリニカルスキル・トレーニングセンターは本学の教職員と学生の皆さんのための施設で

す。大いに活用いただくことをお待ちしています。  

医学教育研究センターは最先端の技術で学生と教員を繋げます。 

編集スタッフより  

 こんにちは。編集担当の柏木です。第３０号です。最初の数列はボーデの法則で、

太陽と惑星との距離（地球と太陽の距離を１とした時）です。順に、水(-∞)、金

(0)、地(1)、火(2)、ケ(3)、木(4)、土(5)です。ケ(3)はケレスです。数列で表せるな

んて不思議です。10本の指を使うと、指を伸ばす(0)、指を折る(1)とすれば、2進法で

10bitまで数えられるので、210=1024通りまでは数えられます。実際に数えようとすると

指がつりそうで、数えたことはありませんが・・・。 

 今月のワンコは、チャッピー君です。好物は隣の家（？）から貰えるジャーキーで、仕

事は番犬だそうですが、人懐っこいので番犬になるのか、やや疑問が残ります。 

Q： クリニカルスキル・トレーニングセン

ターは誰でも使用できますか？ 

A： 本学の教職員と学生の方々であれ

ば、一年中無料で使用できます。 

 

Q： 施設にはどのようなシミュレータや

機材が配置されていますか？ 

A： センターのホームページをチェックして

みてください。（https://

www.kurume-u.ac.jp/site/cstc/） 

 不明な点は、電話による直接の問い合

わせでも大丈夫です。（内線 6597） 

今月のワンコ（使用前/使用後） 


